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お
も
ろ
さ
う
し
の

植
物

其
の
十
六

琉
球
王
国
第
4
代
尚
清
王
代
に
首
里
王
府
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
歌
謡
集

「
お
も
ろ
さ
う
し
」に
登
場
す
る
植
物
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
。

※ 

海
洋
博
公
園
内
お
も
ろ
植
物
園
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

（
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略
）

わ
が
村
の
習
わ
し
で
あ
る

わ
が
辺
戸
の
習
わ
し
で
あ
る

粟
神
酒
を
作
っ
て

黍
神
酒
を
作
っ
て

（
神
に
さ
さ
げ
、お
祝
い
を
し
よ
う
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※ 出典：「おもろさうしの植物」　発行:（財）海洋博覧会記念公園管理財団（現・（一財）沖縄美ら島財団）

（
ア
ワ
）

ア
ワ
は
主
に
畑
地
で
栽
培
さ
れ
る
一
年
生

草
本
で
、
根
元
か
ら
1
〜
1.5
メ
ー
ト
ル
程
の

茎
が
直
立
す
る
。
乾
燥
に
強
い
た
め
土
地
を

選
ば
す
、
寒
冷
地
か
ら
温
暖
地
ま
で
広
範
囲

に
栽
培
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
栽
培
期
間
は

百
日
前
後
と
短
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
貴
重
な

食
料
源
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
発
祥
地

は
イ
ン
ド
北
西
部
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
付
近
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
日
本
へ
は
朝
鮮
を
経
て

伝
来
し
た
記
録
が
あ
る
。

沖
縄
で
は
15
世
紀
後
半
の『
李
朝
実
録
』に

ア
ワ
栽
培
の
記
録
が
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
か
ら

沖
縄
全
域
で
は
す
で
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
明
治
35
年
頃
に
は
栽
培
面
積
は

マ
メ
や
ム
ギ
類
よ
り
も
多
く
、
サ
ツ
マ
イ
モ

に
次
ぐ
作
物
で
あ
っ
た
。
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わ
が
村
の
習
わ
し
で
あ
る
。わ
が
辺
戸
の

習
わ
し
で
あ
る
。粟
神
酒
を
作
っ
て
、黍
神
酒

を
作
っ
て
、神
に
さ
さ
げ
、お
祝
い
を
し
よ
う
。

「
あ
わ
」は
、植
物
名
。粟
。実
は
小
粒
で
黄
色
。

「
き
み
は
」は
、
植
物
名
。黍
。共
通
語
で
は

「
き
び
」と
い
う
。き
び
だ
ん
ご
な
ど
。

沖
縄
本
島
の
北
端
に
あ
る
旧
辺
戸
村
の
海

岸
で
は
海
苔
（
海
藻
）
が
よ
く
と
れ
る
。海
苔

が
と
れ
る
季
節
に
な
っ
た
の
で
、粟
神
酒
、黍

神
酒
を
作
っ
て
、神
に
さ
さ
げ
、お
祝
い
を
し

よ
う
と
謡
っ
た
オ
モ
ロ
。
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旅
の
玄
関
口
と
目
的
地

協
力
体
制
が
あ
れ
ば

可
能
性
は
さ
ら
に
広
が
る

2
0
1
9
年
3
月
1
8
日
に
供
用

が
開
始
さ
れ
た
那
覇
空
港
際
内
連
結

タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
。こ
れ
ま
で
離
れ
て

い
た
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
国
内
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
連
結
す
る
新
し
い
ビ

ル
で
、こ
れ
に
よ
り
那
覇
空
港
の
利
便

性
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
。2
0
2
0
年
に

は
第
二
滑
走
路
も
供
用
開
始
予
定
と

な
り
、今
後
、さ
ら
に
乗
降
客
数
が
増

加
す
る
見
通
し
だ
。沖
縄
美
ら
島
財

団（
以
下
、財
団
）と
の
連
携
で
沖
縄

観
光
を
盛
り
上
げ
た
い
と
語
る
那
覇

空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
の

兼
島
規
社
長
に
話
を
聞
い
た
。

沖
縄
美
ら
島
財
団
と
一
緒
に
、沖
縄
観
光
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い

那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

兼
島

　規  

兼
島

　規  

沖
縄
市
出
身
。1
9
7
6
年
3
月
、
国
立
大
学
法
人
神
戸
大
学
卒
業
。1
9
7
6
年
沖
縄
県
庁
入

庁
。2
0
0
9
年
沖
縄
県
総
務
部
長
、
2
0
1
2
年
沖
縄
県
公
営
企
業
管
理
者
企
業
局
長
、

2
0
1
3
年
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
理
事
な
ど
を
歴
任
。2
0
1
5
年
6
月
よ
り
現
職
。

文 = 

い
の
う
え
ち
ず

美ら島を
つなぐ

巻 頭 イ ン タ ビ ュ ー

Vol.22

―
那
覇
空
港
際
内
連
結
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

（
以
下
、際
内
タ
ー
ミ
ナ
ル
）が
オ
ー
プ
ン

し
て
、ま
す
ま
す
那
覇
空
港
が
賑
わ
い
ま

す
ね
。

沖
縄
県
全
体
の
入
域
者
数
が
増
加
す

る
中
、国
際
線
の
乗
降
客
数
の
伸
び
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。現
在
の
国

際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し

た
前
年
の
平
成
25
年
度
は
、年
間
約

1
0
0
万
人
だ
っ
た
国
際
線
乗
降
客
が
、

平
成
30
年
度
は
年
間
約
3
6
0
万
人
。3

倍
以
上
に
な
り
ま
し
た
。現
状
で
は
、出

入
国
審
査
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
不
足
し
て

長
時
間
か
か
る
と
い
う
事
態
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、税
関
、出
入
国
管

理
、検
疫
の
機
能
を
持
っ
た
新
し
い

C
I
Q
施
設
が
2
0
2
0
年
夏
ま
で
に

オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。さ
ら
に
、同
年
3
月

に
は
第
二
滑
走
路
も
供
用
が
開
始
さ
れ
ま

す
。外
国
、特
に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
旅
客

数
は
さ
ら
に
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

―
那
覇
空
港
に
は
、ま
だ
ま
だ
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。現
状
と
今
後
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

那
覇
空
港
の
優
位
性
と
し
て
は
、第
一

に
沖
縄
の
立
地
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。台
湾

は
東
京
よ
り
も
近
く
て
1
時
間
、香
港
へ

2
時
間
、バ
ン
コ
ク
へ
は
4
時
間
、シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
は
4
〜
5
時
間
と
い
う
近

さ
で
す
。第
二
は
24
時
間
運
営
で
あ
る
こ

と
。東
南
ア
ジ
ア
の
大
都
市
で
は
空
港
の

24
時
間
運
営
は
よ
く
あ
り
ま
す
が
、日
本

の
場
合
、大
阪
よ
り
も
西
で
24
時
間
運
営

可
能
な
の
は
北
九
州
空
港
と
那
覇
空
港

だ
け
な
ん
で
す
。那
覇
空
港
を
基
点
と
し

て
、各
地
を
結
ぶ
拠
点
の
空
港
と
な
り
得

ま
す
。す
で
に
貨
物
で
は
ハ
ブ
空
港
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、旅
客
も
そ
う
な
る

と
思
い
ま
す
よ
。そ
し
て
第
三
が
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
が

連
結
し
て
い
る
こ
と
。実
は
こ
の
2
つ
が

連
結
し
て
い
る
拠
点
空
港
は
少
な
い
ん

で
す
よ
。例
え
ば
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
お
客
さ
ん
が
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で

北
海
道
へ
行
く
、そ
ん
な
と
き
に
も
那
覇

空
港
は
便
利
で
す
。那
覇
の
市
街
地
も
近

い
。利
便
性
が
高
く
て
、世
界
の
お
客
さ

ま
に
喜
ば
れ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
で
立
ち
寄

る
方
も
増
加
す
る
と
思
い
ま
す
。

―
際
内
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
完
成
に
は
大
き

な
意
味
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

は
い
、そ
う
な
ん
で
す
。今
、那
覇
空
港

の
乗
降
客
数
は
年
間
約
2
1
0
0
万
人
、

国
際
線
が
約
4
0
0
万
人
に
国
内
線
が

約
1
7
0
0
万
人
で
す
。航
空
会
社
や

シ
ョ
ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ
約
4
0
0
0
人

も
合
わ
せ
る
と
、1
日
約
5
5
0
0
0
人

が
那
覇
空
港
を
行
き
来
し
て
い
る
。こ
れ

は
も
う
、ひ
と
つ
の
街
と
言
っ
て
い
い
規

模
で
す
。こ
れ
ま
で
以
上
に
、賑
わ
い
の

あ
る
空
港
に
し
な
く
て
は
と
考
え
て
い

ま
す
。際
内
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
、国
外
の

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
も
考
え
、日
本
の

ラ
ー
メ
ン
や
お
土
産
を
扱
う
テ
ナ
ン
ト
も

入
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、沖
縄
観
光

全
体
で
考
え
る
と
、那
覇
空
港
に
は
課
題

も
あ
る
。そ
の
一
つ
が
、空
港
か
ら
目
的
地

へ
向
か
う
二
次
交
通
で
す
。交
通
混
雑
に

つ
い
て
は
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、

バ
ス
や
高
速
船
な
ど
で
ス
ム
ー
ズ
に
北
部

へ
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。

―
空
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
沖
縄
美
ら
海

水
族
館
に
と
っ
て
も
課
題
の
一
つ
で
す
。

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
と
首
里
城
公
園

は
、沖
縄
観
光
の
二
大
拠
点
で
す
か
ら
ね
。

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
の
人
気
は
す
ご
い
で

す
よ
。先
日
行
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
、

セ
ン
ト
ー
サ
島
の
マ
リ
ン
ラ
イ
フ
・
パ
ー

ク
と
い
う
施
設
に
、大
規
模
な
水
族
館
が

あ
る
の
で
す
が
「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
の

ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
を
も
う
一
回
見
に
行
き
た

い
」と
話
す
人
が
い
ま
し
た
。

―
那
覇
空
港
と
財
団
の
連
携
が
強
化
さ

れ
る
と
、当
事
者
間
だ
け
で
な
く
沖
縄
観

光
全
体
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
現
在
の
国
内
線
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
、
1
階

到
着
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
る
水
槽

で
P
R
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

豊
か
な
海
は
沖
縄
の
財
産
。
那
覇
空
港

に
着
い
た
ば
か
り
の
お
客
さ
ま
が
あ
の

水
槽
を
見
て
「
沖
縄
に
来
た
」
と
実
感

す
る
ぐ
ら
い
、
強
い
印
象
を
与
え
る
存

在
で
す
。今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
際
内
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
は
、
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
う
み
ち
ゅ
ら
ら
那

覇
空
港
店
」
も
あ
り
ま
す
。
水
槽
も
沖

縄
の
伝
統
工
芸
品
も
置
い
て
も
ら
い
ま

す
し
、
国
外
の
皆
さ
ん
に
、
首
里
城
公

園
や
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
と
い
っ
た
沖

縄
の
文
化
や
イ
メ
ー
ジ
を
、
帰
る
前
に

再
度
印
象
づ
け
る
と
い
う
意
味
で
も
意

義
深
い
と
思
い
ま
す
。

―
那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

と
財
団
と
の
連
携
は
、
他
に
も
何
か
あ

り
ま
す
か
？

あ
ち
こ
ち
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
し
て
あ

る
ラ
ン
の
花
で
す
ね
。我
々
と
財
団
の
関

連
会
社
で
あ
る
沖
縄
熱
帯
植
物
管
理
株

式
会
社
が
国
内
線
・
国
際
線
・
際
内
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
合
計
約
4
千
株
も
の
ラ
ン
を

設
置
し
、お
客
さ
ま
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
非
常
に
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。世
界
中
で
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
ラ
ン
が
咲
い
て
い
る
空
港
と
い
う
の

は
、那
覇
空
港
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

首
里
城
公
園
も
御
内
原
エ
リ
ア
が
公

開
さ
れ
て
、ま
す
ま
す
注
目
が
高
ま
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。国
や
県
、財
団
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、い
か
に
お
客
さ
ま

に
お
喜
び
い
た
だ
く
か
、い
か
に
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
す
か
を
考
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
。さ
ら
に
、沖
縄
県
民
が
遊
び
に

来
て
も
楽
し
い
場
に
な
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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上江洲 安龍さん（沖縄県出身）

美ら島をつなぐ人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・02
おきなわ暮らしのカレンダー・・・・・・・・04
沖縄美ら海水族館で出会える生き物・・・05
熱帯植物ずかん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・05
調査研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・06
普及啓発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・08
御城物語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・09
うちなーの手わざ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・09
運営管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
スポットライトの向こう側・・・・・・・・・12
財団いんふぉ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15
おもろさうしの植物・・・・・・・・・・・・・裏表紙

空港のイメージアップにも貢献しているランの花

お    

う
ち
ば
ら

沖縄美ら海水族館アンテナショップ「うみちゅらら那覇空港店
 （際内ターミナルビル 2 階）

くろうるし か もん ら でん はっ かく とぅんだーぶん よう
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お
き
な
わ

カ
レ
ン
ダ
�

暮
らし
の
vol. 4

旧
暦
三
月
三
日
は
、
女
性
た
ち
の
行
事
で
あ
る
「
浜

下
り
」。
潮
の
引
い
た
海
岸
へ
出
向
き
、
足
を
海
水
に

つ
け
て
身
を
清
め
る
日
だ
。
そ
の
由
来
と
し
て
、
こ
ん

な
民
話
が
あ
る
。

昔
あ
る
と
こ
ろ
に
美
し
い
娘
が
い
た
。
夜
な
夜
な

通
っ
て
く
る
男
が
い
た
が
、
娘
が
妊
娠
し
た
の
で
母
親

が
問
い
た
だ
す
と
、
娘
は
男
の
こ
と
を
「
ど
こ
の
人
か

は
わ
か
ら
な
い
」
と
言
う
。
そ
こ
で
母
親
は
娘
に
長
い

糸
を
通
し
た
針
を
渡
し
、
男
の
着
物
に
刺
し
て
お
く
よ

う
言
い
つ
け
た
。男
が
来
た
翌
朝
、母
親
が
糸
を
た
ど
っ

て
い
く
と
、
ほ
ら
穴
に
着
い
た
。
中
か
ら
は
「
私
は
自

分
の
子
種
を
人
間
に
宿
ら
せ
た
」「
三
月
三
日
に
海
辺

で
波
を
蹴
っ
た
ら
、
子
種
な
ど
お
り
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
会
話
が
聞
こ
え
た
。
驚
い
た
母
親
が

ほ
ら
穴
を
の
ぞ
く
と
、中
に
は
二
匹
の
ア
カ
マ
タ
（
蛇
）

が
い
た
。
そ
こ
で
三
月
三
日
に
娘
を
浜
辺
に
連
れ
て
行

き
、
海
水
に
足
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
ヘ
ビ
の
子
が
た
く

さ
ん
下
り
て
き
て
、娘
は
す
っ
か
り
元
の
体
に
戻
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
三
月
三
日
に
は
、
女
性
は
浜
辺
へ
下
り
て

身
を
清
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

琉
球
王
国
時
代
の
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、
現
実
的
に

は
厄
除
け
と
称
し
て
労
働
を
休
む
日
と
い
う
意
味
合
い

も
あ
り
、
重
箱
に
三
月
菓
子
な
ど
を
詰
め
て
、
浜
辺
へ

出
か
け
た
。
ま
た
、
戦
前
ま
で
は
旧
暦
三
月
三
日
か
ら

五
日
に
か
け
て
畑
仕
事
な
ど
を
休
む
地
域
も
多
く
、
那

覇
郊
外
の
農
村
部
で
は
、
三
日
間
唄
や
踊
り
を
競
い

合
っ
た
。

ま
た
、
働
き
者
の
那
覇
の
女
性
た
ち
は
三
日
に
浜
で
重

箱
の
ご
ち
そ
う
を
楽
し
み
、
四
日
・
五
日
は
グ
ル
ー
プ
で

お
金
を
出
し
合
っ
て
舟
遊
び
や
、
貸
し
切
り
で
の
芝
居
見

物
な
ど
豪
遊
し
て
女
性
と
幼
い
子
ど
も
だ
け
楽
し
ん
だ
。

現
在
で
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
家
族
の
レ
ジ
ャ
ー
と
し

て
浜
下
り
を
楽
し
む
人
が
多
い
。
ち
ょ
う
ど
沖
縄
は
ア
ー

サ
（
ヒ
ト
エ
グ
サ
）
が
お
い
し
い
季
節
。
旧
暦
三
月
三
日

前
後
の
週
末
に
は
お
弁
当
を
持
っ
て
浜
辺
へ
出
か
け
、
潮

干
狩
り
や
海
藻
を
採
っ
て
楽
し
む
光
景
を
よ
く
見
か
け

る
。ち
な
み
に
2
0
1
9
年
は
4
月
7
日
が
浜
下
り
の
日
。

岩
場
で
海
藻
を
採
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
現
代
風
浜
下

り
だ
ろ
う
。

 

（
文
＝
い
の
う
え
ち
ず
）

三月菓子
小麦粉や玉子、砂糖などをこねて、
揚げたお菓子。重箱にフィットす
るよう、直方体にした生地に切れ
目を入れる。

浜
下
り

ハ
マ 

ウ 

リ

水中でオオテンジクザメのエコー検査をしている様子

オオテンジクザメの胎仔のエコー画像

和　名：オオテンジクザメ

科　名：コモリザメ科

学　名：Nebrius ferrugineus

オオテンジクザメは、インド洋～太平洋域のサンゴ礁
域にすむ底棲性のサメで、全長約3ｍに達します。餌を吸
い込む力が強力で沖縄の方言で“タコクワヤー”（タコ喰い
屋）と呼ばれています。沖縄美ら海水族館の「黒潮の海」
大水槽では雌雄の飼育展示をしており、2006年には繁殖
賞を受賞し、現在も水槽内繁殖をしています。

繁殖方法は、胎仔（赤ちゃん）が子宮の中で栄養卵を食
べて成長する『卵食型の胎生』です。以前は子宮内での胎
仔の行動は不明でしたが、水中エコーで観察を続けた結
果、子宮内の胎仔は高い遊泳能力を持ち、左右の子宮の
間を頻繁に移動することを発見しました。このような行動
は、サメ類において観察された事例が無く、世界で初めて
の報告になります。

左右の子宮の間を頻繁に移動するエコー動画は、沖縄
美ら海水族館「サメ博士の部屋」で展示しています。ぜひ
ご覧ください。 （村雲 清美）

沖縄美ら海水族館で
出会える生き物 Vol.11

～デンドロビウム～

デンドロビウムは、熱帯アジアを中心にヒマラヤ、オーストラリア、
ニュージーランド、北は日本、東はポリネシアまでの広範囲に渡り、原種
の数が1,000種以上分布するラン科植物第2の大属です。

名前は、ギリシア語のdendron（木）とbios（生ずる）に由来し、自然
界では主に樹に着生します。強い光を好む種が多く、樹上より無数に垂
れ下がり、シャワーのように一斉に開花するさまは、とても見応えがあ
ります。日本に自生するセッコク（石斛）もデンドロビウムの1種です。

美しい種が多く、草姿、花型、花色が多様なことから、原種の系統別に
育種が進み、営利栽培される重要な属となりました。

多数の交配種が見られ、沖縄でも切花として栽培されているデン
ファレ系がよく知られています。

 （與儀 実史）

vol.07熱帯植物ずかん熱帯植物ずかん

科　名：ラン科

学　名：Dendrobium spp.

英　名：Dendrobium

沖縄国際洋蘭博覧会 2003　内閣総理大臣賞株のスペシオサム

沖縄本島に自生する
オキナワセッコク

デンファレ系

ていせいせい

たいし

胎仔 Embryo

左子宮 Left Uterus

右子宮 Right Uterus

ハ
マ

ウ
 リ
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琉
球
食
文
化
の
保
存
・
継
承
の
取
り
組
み

　琉
球
食
文
化
研
究
所
の
設
立

沖
縄
美
ら
島
財
団
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
琉
球
文
化
財
研
究
室
で
は
、平
成
28

年
度
よ
り
琉
球
王
国
時
代
か
ら
現
代
に

至
る
沖
縄
の
食
文
化
に
つ
い
て
発
展
・

継
承
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
拠
点
と
な
る
の
は
、「
琉
球
食
文

化
研
究
所
」
で
す
。「
琉
球
食
文
化
研
究

所
」は
、
琉
球
文
化
財
研
究
室
と
当
財
団

が
2
0
1
6
年
9
月
に
設
立
し
た
株
式

会
社
琉
球
食
文
化
研
究
所
の
複
合
施
設

に
な
り
ま
す
。株
式
会
社
琉
球
食
文
化
研

究
所
は
、
琉
球
料
理「
美
榮
」（
以
下
、「
美

榮
」）の
経
営
を
行
う
と
と
も
に
、琉
球
料

理
に
関
す
る
調
査
研
究
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。複
合

施
設
で
あ
る
「
琉
球
食
文
化
研
究
所
」
で

は
、独
特
な
食
文
化
を
培
っ
て
き
た
琉
球

料
理
、中
で
も
首
里
城
地
域
周
辺
の
王
家

の
食
文
化
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、

そ
の
保
存
継
承
・
普
及
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　琉
球
料
理「
美
榮
」の
料
理
と
は

1
9
5
8
年（
昭
和
33
年
）創
業
の
琉

球
料
理「
美
榮
」は
、
1
9
6
0
年（
昭
和

35
年
）建
設
の
歴
史
を
持
つ
建
物
や
、
漆

器
・
陶
器
等
の
食
器
類
、
芭
蕉
布
や
紅

型
等
の
染
織
品
、
貼
り
子
人
形
等
の
工

芸
品
の
ほ
か
、
創
業
者
古
波
蔵
登
美
氏

（
以
下
、
古
波
蔵
氏
）
の
レ
シ
ピ
・
書
籍

等
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

創
業
者
の
古
波
蔵
氏
は
、
か
つ
て
首

里
・
那
覇
の
旧
家
出
身
者
や
包
丁
人（
料

理
人
）
な
ど
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
琉

球
食
文
化
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
記
録

を
残
し
ま
し
た
。ま
た
、
古
波
蔵
氏
の
兄

の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
古
波
蔵
保
好
氏
※
1

か
ら
琉
球
国
王
の
宮
廷
料
理
に
つ
い
て

の
情
報
も
得
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

ま
す
。さ
ら
に
、
古
波
蔵
氏
は
1
9
6
2

年
（
昭
和
37
年
）
よ
り
料
理
研
究
家
の
新

島
正
子
氏
と
「
琉
球
料
理
研
究
会
」
を
主

宰
し
、そ
の
会
に
は
戦
後
の
琉
球
料
理
研

究
の
先
駆
者
で
あ
る
田
島
清
郷
氏
※
2

が
相
談
役
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

「
美
榮
」
の
料
理
は
こ
れ
ら
の
成
果
で

あ
り
、
琉
球
王
国
時
代
の
流
れ
を
く
む

料
理
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　調
査
研
究
の
内
容

（
1
）レ
シ
ピ
の
記
録

　

最
初
に
手
掛
け
た
調
査
は
、
現
存
す

る
手
書
き
の
レ
シ
ピ
や
料
理
関
係
資

料
、
書
籍
類
や
切
抜
き
等
の
資
料
を
分

類
、
リ
ス
ト
化
し
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ

と
で
し
た
。将
来
に
亘
り
多
く
の
方
々

が
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
電
子
デ
ー
タ

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在「
美
榮
」に
お
い
て
お
客

さ
ま
に
提
供
し
て
い
る
料
理
37
点
の
調

理
工
程
を
写
真
・
動
画
で
記
録
保
存
す

る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。時

間
を
か
け
た
仕
込
み
等
の
工
程
が
あ

り
、
1
つ
の
料
理
の
記
録
に
数
日
間
を

要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
や
記
録
が
今
後
、料
理

の
継
承
に
役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
2
）古
文
書
の
解
読

　

調
査
研
究
に
お
い
て
は
、
琉
球
王
国

時
代
の
古
文
書
や
文
献
史
料
か
ら
情
報

を
抽
出
す
る
作
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
国
宝
「
琉
球
国
王
尚
家
関
係

資
料
」※
3
の
古
文
書
群
（
尚
家
文
書
）

に
は
、庖
丁
人
に
関
す
る
記
録
や
、琉
球

王
国
最
後
の
国
王
尚
泰
王
の
葬
儀
で
出

さ
れ
た
料
理
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、
士
族
の
日
記
類
に
は
薩
摩
藩
の
役

人
へ
振
舞
わ
れ
た
料
理
等
の
記
録
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
記
録
を
抽

出
し
、
解
読
を
す
る
こ
と
で
琉
球
王
国

時
代
の
食
文
化
に
関
す
る
情
報
を
収
集

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
古
文
書
に
お
い

て
は
、材
料
や
料
理
名
は
あ
っ
て
も
そ
の

調
理
方
法
に
つ
い
て
の
記
録
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。ど
の
よ
う
な
場
面
で
提
供

さ
れ
た
の
か
、こ
の
食
材
は
ど
の
場
面
に

よ
く
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
多
く
の

情
報
を
抽
出
し
分
析
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、往
時
の
食
文
化
を
理
解
す
る
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

（
3
）今
後
の
展
開

　

現
在
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

古
文
書
だ
け
で
は
な
く
、戦
後
の
新
聞
な

ど
の
記
述
か
ら
琉
球
食
文
化
に
関
す
る

記
事
を
抽
出
す
る
作
業
で
す
。他
に
も
県

内
の
市
町
村
史
等
か
ら
、食
生
活
・
儀
礼

や
習
俗
に
関
わ
る
食
文
化
の
情
報
を
抽

出
す
る
こ
と
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
イ

ベ
ン
ト
や
講
演
会
を
通
し
て
普
及
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。社
会
へ
の
還

元
・
普
及
を
行
い
、
無
形
の
文
化
財
で

あ
る
食
文
化
に
つ
い
て
県
民
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
、
観
光
客
に
琉
球
料
理

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に

琉
球
文
化
の
体
験
、
沖
縄
観
光
の
新
し

い
魅
力
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が
、

「
琉
球
食
文
化
研
究
所
」
の
使
命
の
一

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
久
場
ま
ゆ
み
）

調理工程記録のようす琉球料理「美榮」の創業者・古波蔵登美氏の残したレシピノート

琉球料理「美榮」 創業者の古波蔵登美氏

琉球料理「美榮」外観

美榮での調理工程記録のようす

琉球料理をテーマとした首里城講座

尚家文書　第453号「御庖丁人江新家譜被下候僉議抜」
所蔵：那覇市歴史博物館

 
こ
 は
 ぐら 

 
や
す
よ
し

た  

じ
ま
せ
い
ご
う

に
い

じ
ま
ま
さ
こ

 
こ
 は
 ぐ

ら 

 と
 み

ほ
う
ち
ょ
う
に
ん

※1：戦前の尚順男爵（琉球最後の国王尚泰の四男）の宴席を体験し、琉球料理に関する著書を多く残したエッセイスト
※2：尚家・松山御殿とも姻戚関係があり、尚順男爵の宴席に参加している人物

※3：那覇市歴史博物館所蔵

し
ょ
う
た
い
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vol. 3

う
ち
な
ー
の

ヤ
チ
ムン
（
焼
物
）
の
魅
力

沖
縄
美
ら
島
財
団
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
美
ら
島
自
然
学
校
を
拠
点
に

名
護
市
安
部
区
・
嘉
陽
区
の
ム
ラ
を
歩

き
、
そ
の
豊
か
な
文
化
遺
産
に
つ
い
て
解

説
す
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
「
海
洋
文
化
講
座

シ
リ
ー
ズ

　や
ん
ば
る
の
ム
ラ
の
く
ら

し
」
を
平
成
30
年
度
4
回
の
講
座
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
同
地
区
に
は
、
沖
縄
本
島

の
他
地
域
で
は
変
容
あ
る
い
は
消
滅
し

て
し
ま
っ
た
祭
り
や
年
中
行
事
を
は
じ

め
、
身
近
な
自
然
を
利
用
す
る
暮
ら
し

の
知
恵
な
ど
の
文
化
遺
産
が
、
今
も
生

き
生
き
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。そ

う
し
た
地
域
の
文
化
遺
産
を
活
か
し
た

学
習
機
会
と
し
て
、
2
0
1
8
年
は「
や

ん
ば
る
の
祭
り
と
舟
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
1
9
年
は「
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
入
門
」を
テ
ー
マ
に
、
人
々
が
ど

の
よ
う
に
土
地
を
利
用
し
て
き
た
か
に

つ
い
て
解
説
す
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

参
加
者
の
方
々
に
は
ど
の
回
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
、
綱
引
き
の
綱

作
り
の
際
は
、
地
域
の

方
々
と
共
に
汗
を
流
す
参

加
者
の
笑
顔
が
印
象
的
で

し
た
。

ま
た
何
気
な
い
風
景
の

中
に
地
域
の
歴
史
や
文
化

を
知
る
て
が
か
り
が
潜
ん

で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、

参
加
者
の
方
々
は
大
変
驚

い
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
人
々
が
長
年
に

わ
た
っ
て
大
切
に
守
っ
て

き
た
聖
地
や
伝
え
て
き
た

年
中
行
事
に
、
他
の
地
域

か
ら
き
た
人
が
足
を
踏
み

入
れ
、
参
加
す
る
こ
と
は

実
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。日
頃
か
ら
地

域
の
人
々
と
触
れ
合
い
、

信
頼
を
得
る
こ
と
で
初
め
て
開
催
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
研
究
所
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も

地
域
の
人
々
と
の
間
に
築
き
上
げ
た
信

頼
関
係
を
大
切
に
し
、文
化
遺
産
を
残
し

伝
え
て
い
く
努
力
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　（
板
井 

英
伸
）

「
海
洋
文
化
講
座
シ
リ
ー
ズ

　や
ん
ば
る
の
ム
ラ
の
く
ら
し
」開
催
！

色絵花文（家紋入）対瓶（19世紀中頃 沖縄美ら島財団所蔵）
琉球王国時代の上層士族が使用したもの。
白地に赤絵（色絵）の壺屋焼は柳宗悦らに評価さ
れた。

仁王作「線刻魚文大皿」（20世紀 沖縄美ら島財団所蔵）
線彫り～色差しは貴重な色材の節約のためだっ
たが、今や壺屋の代表的技法となった。

名護市嘉陽区の綱作り 名護市安部区のハーリー

名護市嘉陽区の聖地ツアー名護市安部区のアブシバレー

いろえかもん かもん いりつ い び ん

におう せんこくぎょもんおおざら

か  

よ
う

あ

　ぶ

琉
球
王
国
時
代
か
ら
現
代
へ
受
け
継
が
れ
て
き
た„
手
わ
ざ
“
が
つ
く
り
出
す
伝
統
工
芸
の
魅
力
に
せ
ま
り
ま
す
。

は
く
ゆ
う

か
つ

む
ね
よ
し

し
ょ
う
た
い

し
ょ
う
じ
ゅ
ん

せ
ん
ぼ
り

今
日
、沖
縄
県
内
外
で
親
し
ま
れ
て
い
る
沖
縄

の
陶
器
、ヤ
チ
ム
ン（
焼
物
）に
も
紆
余
曲
折
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。

琉
球
王
国
時
代
の
ヤ
チ
ム
ン
は
主
に
王
国
内

向
け
に
生
産
さ
れ
、交
易
品
で
も
あ
っ
た
漆
器
・
染

織
な
ど
と
異
な
る
位
置
付
け
で
し
た
。

明
治
期
に
入
り
県
外
か
ら
安
価
な
量
産
品
が

流
入
す
る
と
ヤ
チ
ム
ン
は
大
打
撃
を
受
け
ま
す
。

こ
の
時
、力
と
な
る
の
が「
手
仕
事
の
美
」を
唱
え
た

柳
宗
悦
ら
の
民
藝
運
動
で
す
。柳
は
1
9
3
8
年

（
昭
和
13
年
）に
沖
縄
を
訪
問
し
、尚
順（
最
後
の

尚
泰
王
の
子
）と
対
談
し
ま
す
。ヤ
チ
ム
ン
の
魅
力

を
聞
か
れ
て
柳
は『
白
釉
で
す
ね
、こ
ち
ら
の
白
は

暖
か
く
て
良
い
で
す
よ
。そ
れ
に
赤
絵（
※
1
）…

（
後
略
）』（
※
2
）と
答
え
ま
す
。著
作
で
も『
線
彫

で
模
様
を
描
き
こ
れ
に
色
を
差
す
手
法
』は『
本

土
の
窯
に
も
嘗
て
多
少
は
あ
っ
た
が
、琉
球
の
よ

う
な
発
達
の
跡
を
見
か
け
な
い
』と
記
し
、壺
屋

焼
を『
最
も
卓
越
し
た
も
の
の
一
つ
』と
賞
賛
し
て

い
ま
す（
※
3
）。

そ
の
後「
沖
縄
の
戦
後
は
壺
屋
か
ら
始
ま
っ

た
」と
言
わ
れ
る
通
り
、再
び
沖
縄
県
民
の
生
活

用
品
と
な
る
時
代
が
訪
れ
、さ
ら
に
美
術
工
芸
と

し
て
県
内
外
か
ら
幅
広
く
支
持
を
受
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

現
在
も
人
気
を
誇
る
ヤ
チ
ム
ン
で
す
が
、良
質

な
材
料
の
不
足
な
ど
様
々
な
課
題
も
抱
え
て
い

ま
す
。他
方
、失
わ
れ
た
伝
統
技
法
の
調
査
・
研
究

や
復
元
が
、研
究
機
関
・
製
作
者
の
連
携
で
進
め

ら
れ
、ヤ
チ
ム
ン
の
魅
力
や
産
業
の
可
能
性
が
再

発
見
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

（
鶴
田 

大
）

正
殿
の
裏
側
に
あ
た
る
一
帯

は
、「
御
内
原
」と
呼
ば
れ
、国
王
と

そ
の
家
族
及
び
そ
れ
に
仕
え
る

1
0
0
名
ほ
ど
の
女
官
た
ち
が
暮

ら
す
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。こ
こ
は
王
家
を
除
い

て
男
子
禁
制
の
領
域
で
し
た
。

女
官
た
ち
は
寄
満
の
中
門
や
淑

順
門
を
利
用
し
て
御
内
原
に
出
入

り
し
、外
に
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

御
内
原
で
は
、王
妃
等
の
他
に

13
歳
前
後
の
独
立
す
る
前
の
王

子
、結
婚
前
の
王
女
を
は
じ
め
、国

王
の
母
親
・
祖
母
等
が
居
住
し
て

い
ま
し
た
。ま
た
王
の
乳
母
や
王

子
・
王
女
の
乳
母
も
い
ま
し
た
。

御
内
原
に
仕
え
る
女
官
は
、主

に
首
里
城
近
辺
の
農
村
か
ら
選
ば

れ
、国
王
と
そ
の
家
族
の
世
話
の

ほ
か
、様
々
な
職
務
を
行
う「
城

人
」と
総
称
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
と
、

王
妃
・
国
王
夫
人
の
近
親
者
か
ら

選
ば
れ
、身
の
回
り
の
世
話
を
行

う「
御
側
御
奉
公
」と
称
さ
れ
る
、

士
族
の
婦
女
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

女
官
に
選
ば
れ
る
と
、女
官
居

室
を
は
じ
め
と
す
る
御
内
原
の

建
物
に
住
み
込
み
で
働
き
、古
参

の
女
官
た
ち
に
厳
し
く
言
葉
遣
い

や
礼
儀
作
法
を
仕
込
ま
れ
た
の

で
し
た
。御

内
原
に
つ
い
て
は
資

料
が
少
な
く
、世
誇
殿
、女

官
居
室
の
よ
う
に
復
元
さ

れ
て
い
る
建
物
と
、施
設
跡

と
し
て
復
元
し
た
箇
所
が

あ
り
ま
す
。

当
時
の
様
子
を
思
い
描

き
な
が
ら
、琉
球
王
国
時

代
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ

て
み
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。2
0
1
9
年
2

月
に
御
内
原
エ
リ
ア
が
供

用
さ
れ
全
面
開
園
と
な
っ

た
首
里
城
公
園
を
、ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

（
幸
喜

　淳
）

うぐしくものがたり

かつて、首里の人々が「御城（うぐしく）」と呼び、
敬愛のまなざしで見上げた首里城。
首里城とその周辺に関係するトリビアを語る歴史エッセイ。

Vol.19

御内原の女性たち
おうちばら

お
う
ち
ば
ら

う
す
ば
ぐ
ふ
ー
く
ー

ん
ち
ゅ

ぐ
す
く

よ
ほ
こ
り
で
ん

に
ょ
か
ん
き
ょ

し
つ

ゆ
い
ん
ち

し
ゅ
く

じ
ゅ
ん
も
ん

※1：赤絵とは発色に高度な技術を要す赤を含む、多色陶磁器のこと ※2　引用：『松山王子尚順全文集』 ※3　引用：『柳宗悦全集 15』

御内原エリア

寝廟殿
白銀門

世誇殿

淑順門

世添殿

正殿

寄満

女官居室
後之御庭

二階御殿

東のアザナ

開 催 月 講 座 名
2018年　6月

8月
やんばるの祭りと舟　　アブシバレーの“船流し”とハーリー見学
やんばるの祭りと舟　　旧暦六月のハーリーと綱引き見学

2019年　1月
3月

やんばるムラのくらし　ムラを歩こう-遺跡・聖地編
やんばるムラのくらし　ムラを歩こう-地形・土地利用編
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北
部
観
光
の
拠
点
と
し
て
、

沖
縄
観
光
を
支
え
る

持
続
可
能
な
沖
縄
観
光
の
発
展
を
目
指
す

海
洋
博
公
園
・
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
の
運
営

1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）の
沖
縄
国
際

海
洋
博
覧
会
を
記
念
し
、博
覧
会
跡
地
に
国

が
設
置
し
た
海
洋
博
公
園
。
2
0
1
9
年

2
月
1
日
か
ら
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
お
よ

び
オ
キ
ち
ゃ
ん
劇
場
な
ど
の
水
族
館
関
連

施
設
の
管
理
主
体
は
沖
縄
県
に
移
管
。

「
沖
縄
県
へ
の
移
管
後
も
指
定
管
理
者
と

し
て
、
引
き
続
き
管
理
し
ま
す
。国
の
海
洋

博
公
園
の
公
園
運
営
管
理
は
し
っ
か
り
行

う
。さ
ら
に
、
水
族
館
関
連
施
設
は
沖
縄
県

が
管
理
主
体
に
な
る
こ
と
で
、
沖
縄
21
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
や
、
沖
縄
県
観
光
振
興
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
県
民
の
利
便
性
を
重
視
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
」

と
、
水
族
館
事
業
部
の
佐
藤
圭
一
統
括
。

観
光
産
業
は
今
や
沖
縄
県
の
基
幹
産
業
。交

通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
し
て
、
那
覇
空
港
第

二
滑
走
路
や
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
本
部
港
寄
港

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

「
財
団
と
し
て
も
、
他
の
観
光
関
連
施
設

と
連
携
し
て
、
沖
縄
本
島
北
部
観
光
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

す
で
に
実
践
中
の
取
り
組
み
も
あ
る
が
、

現
在
、
試
行
的
に
行
っ
て
い
る
の
が
、
混
雑

緩
和
だ
。混
雑
は
日
中
に
集
中
す
る
こ
と
を

ふ
ま
え
、
夏
休
み
・
冬
休
み
の
期
間
中
に
、

「
黒
潮
の
海
」
大
水
槽
前
に
ソ
フ
ァ
ー
や

ク
ッ
シ
ョ
ン
を
設
置
、
夜
の
水
族
館
を
ゆ
っ

く
り
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
「
美
ら
海

ナ
イ
ト
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
」
と
題
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。周
辺
ホ
テ
ル
の
協
力

で
ホ
テ
ル
と
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
を
結

ぶ
臨
時
送
迎
バ
ス
を
運
行
頂
い
た
ほ

か
、連
携
し
て
P
R
を
行
っ
た
。

「
県
内
の
、
特
に
お
子
さ
ん
の
い
る
家

庭
で
は
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
の
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
購
入
率
が
高
い
。夕
方
か
ら

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
比
較
的
混
雑
の
少
な

い
時
間
に
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
も
ら

う
キ
ッ
カ
ケ
に
な
り
ま
す
。2
0
1
9

年
3
月
は
、『
美
ら
海
ナ
イ
ト
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
〜
海
と
音
楽
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

〜
』と
題
し
、
夕
方
に「
黒
潮
の
海
」大
水

槽
前
で
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
を
中
心
と
し

た
ラ
イ
ブ
演
奏
を
開
催
し
ま
し
た
。水

槽
の
ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲
気
と
音
楽
が

合
っ
て
い
る
と
好
評
。い
つ
も
混
ん
で

い
る
と
い
う
印
象
が
、『
朝
夕
は
ゆ
っ
く

り
で
き
て
い
い
ね
』
に
変
わ
れ
ば
と
思

い
ま
す
」

ま
た
、
海
洋
博
公
園
の
役
割
の
一
つ

に
、
自
然
環
境
保
全
に
関
す
る
普
及
啓

発
活
動
が
あ
る
。代
表
的
な
活
動
が
「
ウ

ミ
ガ
メ
放
流
会
」や
産
卵
調
査
だ
。

「
今
後
は
も
っ
と
間
口
を
広
げ
て
、
水

族
館
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
生
息

調
査
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。県
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
動
き
、
海

岸
を
観
察
す
る『
目
』の
数
が
増
え
れ
ば
、
き

め
細
か
な
調
査
が
可
能
に
な
り
ま
す
。ま

ず
、
県
民
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

特
に
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
高
い
意

識
を
持
つ
こ
と
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を

は
じ
め
と
す
る
海
の
環
境
問
題
の
改
善
に

つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
に
、
学
校
向
け

環
境
学
習
と
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
が
一

体
化
し
た
内
容
も
可
能
に
な
る
。

「
手
前
味
噌
で
す
が
、
水
生
動
物
に
関
す

る
財
団
の
研
究
水
準
は
、
世
界
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。繁
殖
技
術
の
研
究
を

推
進
し
て
、
海
や
川
に
還
す
ま
で
に
な

れ
ば
、
持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
大
き

く
貢
献
で
き
ま
す
。す
で
に
2
0
0
9
年

か
ら
、
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
で
は
絶
滅

危
惧
種
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
を
人
工

授
精
に
よ
り
繁
殖
さ
せ
、
名
護
市
の
源

河
川
に
放
流
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、
外
国
人
観
光
客
に
環
境

問
題
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
取
り
組
み
に
も
発
展
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
沖
縄
観
光
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

 

（
文
＝
い
の
う
え
ち
ず
）

地元目線も活かしつつ、
施設の新しい魅力を創造

「美ら海ナイトアクアリウム」のようす

①2019 年 3 月に開催した「美ら海ナイトアンサンブル～
海と音楽のシンフォニー～」。黒潮の海大水槽前でゆっ
くりくつろぐ人の姿が多数。
②ウミガメとのふれあいを通して沖縄の海と自然を学ぶ
「ウミガメ放流会」。平成 30 年度は海洋博公園と美ら
島自然学校で約 1年飼育した子ガメを放流した。
③水族館事業部の佐藤圭一統括
④夏と冬に開催する「マナティーたいけん学習」餌やり
の様子。
⑤毎日開催している「イルカ給餌体験」は予約不要のプ
ログラムで人気体験の一つ。
⑥名護市源河川で行った「リュウキュウアユ放流会」の
様子。約 1,000 匹放流した。
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―

沖
縄
美
ら
島
財
団（
以
下
、財
団
）は
植

物
研
究
の
蓄
積
を
生
か
し
て
新
園
芸
品

種「
ち
ゅ
ら
ら
」の
開
発
を
行
う
な
ど
、花

卉
栽
培
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。ち
ゅ
ら

ら
は
切
り
花
で
も
1
カ
月
も
つ
と
い
う

驚
異
的
な
も
ち
が
特
長
で
も
あ
り
ま
す
。

沖
縄
の
花
卉
栽
培
や
園
芸
の
今
後
の
発

展
に
つ
い
て
、フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
立
場
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
、い
か
が

で
す
か
。

仲
田
「
洋
蘭
博
は
私
た
ち
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
に
と
っ
て
、
日
ご
ろ
の
成
果

を
発
揮
で
き
る
機
会
で
、
非
常
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
花
卉
栽
培
も

含
め
、お
花
の
世
界
全
体
が
盛
り
上
が
っ

て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。
害
虫
や
カ

ビ
の
対
策
さ
え
す
れ
ば
、
沖
縄
の
花
卉

栽
培
に
は
亜
熱
帯
気
候
の
優
位
性
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

で
言
え
ば
、
最
近
は
繊
細
な
雰
囲
気
が

主
流
。
N
F
D
の
会
員
は
そ
れ
が
表
現

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
財
団
と

の
協
力
体
制
の
も
と
で
、
も
っ
と
表
現

を
磨
き
た
い
で
す
ね
」

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
文
＝
い
の
う
え
ち
ず
）

公
益
社
団
法
人

日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

沖
縄
県
支
部
長

仲
田 

る
み
子
　な
か
だ
　る
み
こ

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の

―

N
F
D
と
は
、ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
か
？

仲
田
「
1
9
6
7
年（
昭
和
42
年
）に
設

立
さ
れ
、2
0
1
8
年
で
51
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
全
国
に
53
の
支
部
が
あ
り
、会

員
数
は
約
2
万
1
千
人
で
す
。
2
0
1
0

年
に
は
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
組
織
と

し
て
唯
一
の
公
益
社
団
法
人
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
活
動
に
は
大
き
く
三
つ
の
柱

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
の
資
格
・
検
定
・
デ
ィ
プ
ロ
マ（
修

了
証
）
事
業
、
二
つ
目
は
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
を
通
じ
た
社
会
貢
献
活
動
、
三
つ

目
は
公
認
校
の
認
定
事
業
で
す
。
沖
縄

県
支
部
は
1
9
7
9
年
（
昭
和
54
年
）

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
支
部
長
の

嘉
陽
馥
子
先
生
は
沖
縄
の
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
を
数
多
く
育
成
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
45
名
で
発
足
し
た
沖
縄
県
支
部

で
す
が
、
現
在
の
会
員
数
は
1
1
7
名

で
す
」

―

沖
縄
県
支
部
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

仲
田
「
年
に
1
度
総
会
を
開
く
ほ
か
、
講

習
会
を
開
催
し
て
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
公
益
事
業
活

動
も
行
っ
て
お
り
、
沖
縄
県
学
校
農
業

ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
競
技
や
沖
縄
県
職
業
能
力
開

発
協
会
の
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
の
技
能
検

定
、
沖
縄
県
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
技
能
競
技

大
会
、
沖
縄
県
花
卉
園
芸
農
業
協
同
組

合
主
催
の
『
お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』
で
行
わ
れ
る
沖
縄
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
審

査
員
を
務
め
て
い
ま
す
」

―

年
間
行
事
が
そ
れ
だ
け
あ
る
と
、お

忙
し
い
で
す
ね
！

仲
田
「
そ
う
で
す
ね
。
沖
縄
県
内
で
何
か

お
花
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
、
大

体
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
は

沖
縄
県
内
で
全
国
技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ

ン
ピ
ッ
ク
（
全
国
障
害
者
技
能
競
技
）
大

会
が
あ
っ
た
の
で
、
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
競
技

の
会
場
設
営
や
花
の
準
備
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
も
担
当
し
ま
し
た
」

―

会
員
は
ど
ん
な
方
が
多
い
で
す
か
？

仲
田
「
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
勤
務
だ
っ

た
り
、
冠
婚
葬
祭
の
装
花
を
仕
事
に
さ

れ
て
い
た
り
。
趣
味
で
お
花
に
携
わ
っ

て
い
る
方
々
も
い
ま
す
。
花
関
係
の
お

仕
事
に
就
い
て
い
る
方
も
多
い
ん
で
す
。

皆
さ
ん
勉
強
熱
心
で
、
N
F
D
の
講
習

会
と
は
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
で
勉
強
会
を

開
い
た
り
し
て
、
感
性
・
技
術
と
も
に

磨
い
て
い
る
方
が
本
当
に
多
い
と
思
い

ま
す
」

―

そ
ん
な
お
忙
し
い
中
、
約
30
年
洋
蘭

博
で
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

仲
田
「
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
か
ら
、
私

た
ち
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
職
種
の

方
が
関
わ
っ
て
、
盛
り
上
げ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
洋
蘭
博
で
N
F
D
は
、オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
の
来
賓
用
コ

サ
ー
ジ
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
用
の
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ー
ル
の
作
成
、
コ
サ
ー
ジ
教
室

へ
の
講
師
派
遣
、
オ
ー
キ
ッ
ド
ブ
ラ
イ

ダ
ル
で
花
嫁
が
持
つ
ブ
ー
ケ
と
花
婿
の

胸
に
つ
け
る
ブ
ー
ト
ニ
ア
の
作
成
、
ブ

ラ
イ
ダ
ル
会
場
の
装
飾
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
用
の
フ
ラ
ワ
ー

ボ
ー
ル
の
花
は
、
ひ
と
玉
あ
た
り
10
本

分
の
デ
ン
フ
ァ
レ
の
花
を
使
い
ま
し

た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
リ
ボ
ン
本
体
に

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ー
ル
を
固
定
す
る
パ
ー
ツ

も
リ
ボ
ン
で
作
っ
て
、
ホ
チ
キ
ス
で
と

め
て
…
ボ
ー
ル
の
位
置
が
ず
れ
た
り
、

カ
ッ
ト
後
に
落
ち
た
り
し
な
い
よ
う
に
、

見
え
な
い
部
分
で
工
夫
し
て
い
ま
す
」

―

N
F
D
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、洋
蘭
博

の
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
部
門
に
数
多
く
ご

出
展
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。デ
ィ
ス
プ
レ

イ
審
査
の
部
、フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
審
査

の
部
と
も
、受
賞
作
も
多
い
で
す
よ
ね
。

仲
田
「
沖
縄
県
支
部
と
し
て
も
、
会
員

に
応
募
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
洋
蘭

博
は
私
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み
な
イ
ベ

ン
ト
。
認
め
ら
れ
る
の
は
す
ご
く
う
れ

し
い
で
す
よ
ね
。
受
賞
す
れ
ば
張
り
合

い
に
も
、
ス
テ
イ
タ
ス
に
も
な
り
ま
す

し
、
や
り
が
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

出
展
の
2
〜
3
日
前
に
水
切
り
を
し

て
、
深
水
に
つ
け
た
り
、
水
揚
げ
を
し
て

切
り
口
を
消
毒
す
る
と
か
、
自
分
が

持
っ
て
い
る
あ
り
っ
た
け
の
知
識
を
絞

り
な
が
ら
、
お
花
を
ベ
ス
ト
の
状
態
に

仕
上
げ
て
い
く
。
皆
さ
ん
、
作
品
を
つ

く
る
時
に
は
真
剣
に
戦
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
邪
心
な
く
お
花
の
性
質

と
向
き
合
う
こ
と
。
花
を
美
し
く
事
細

か
く
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
表
現
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。」

―

邪
心
が
出
る
と
い
う
の
は
面
白
い
で

す
ね（
笑
）。優
雅
に
見
え
る
お
花
の
世

界
で
す
が
、重
労
働
で
す
よ
ね
。洋
蘭
博

の
現
場
は
い
か
が
で
す
か
？

仲
田「
現
場
は
大
変
で
す
よ（
笑
）。
オ
ー

キ
ッ
ド
ブ
ラ
イ
ダ
ル
等
、
会
場
装
飾
の

総
合
デ
ザ
イ
ン
で
は
高
い
所
で
の
作
業

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
体
力
と
デ
ザ
イ
ン

力
を
要
し
ま
す
。
で
も
、
洋
蘭
博
が
近

づ
い
て
く
る
と
、
何
だ
か
気
分
が
ウ
キ

ウ
キ
し
て
、
こ
う
い
う
構
成
に
し
て
い

こ
う
と
か
、
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
や
ろ
う

と
か
考
え
ま
す
。」

―

そ
ん
な
ご
苦
労
も
あ
る
作
品
も
含

め
、洋
蘭
博
に
は
県
外
や
国
外
か
ら
も

大
勢
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

仲
田
「
会
期
中
に
3
日
間
開
催
す
る
コ

サ
ー
ジ
教
室
に
も
、
国
外
の
方
が
増
え
ま

し
た
ね
。
2
0
1
9
年
は
1
日
目
が
土

曜
日
で
1
3
2
名
、
2
日
目
は
日
曜
日
で

1
8
2
名
、
3
日
目
は
月
曜
日
で
54
名
前

後
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
国
外
の
方
が
何
名
と
い
う
数
字

は
と
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
年
々
増
え
て
い

る
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
す
。
コ
サ
ー

ジ
の
作
り
方
は
パ
タ
ー
ン
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
も
カ
タ
コ
ト
の
英
語

で
対
応
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
よ
」

―

楽
し
む
と
い
う
姿
勢
も
、や
り
が
い

を
感
じ
る
秘
訣
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

仲
田
「
特
に
洋
蘭
博
は
、
県
内
外
の
生

産
者
さ
ん
が
一
生
懸
命
育
て
た
ラ
ン
を
、

い
か
に
美
し
く
表
現
す
る
か
と
い
う
と

こ
ろ
に
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
東

京
の
N
F
D
本
部
か
ら
来
ら
れ
る
先
生

方
に
最
近
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
、
沖
縄

県
産
の
花
は
色
が
い
い
、
花
持
ち
が
い

い
と
い
う
こ
と
。
品
種
改
良
が
進
ん
で
、

県
外
・
国
外
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
繊

細
な
も
の
が
増
え
て
い
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
」

国
内
最
大
級
の
ラ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
、
沖

縄
国
際
洋
蘭
博
覧
会（
以
下
、
洋
蘭
博
）。

期
間
中
は
約
3
万
点
以
上
も
の
ラ
ン
が

展
示
さ
れ
、
毎
年
約
3
万
人
も
の
来
場
者

が
そ
の
美
し
さ
を
愛
で
る
。オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
は
じ
め
、
人
気
イ
ベ
ン

ト
「
オ
ー
キ
ッ
ド
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
の
ブ
ー

ケ
や
会
場
装
飾
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
に

好
評
の
コ
サ
ー
ジ
教
室
な
ど
、
公
益
社
団

法
人
日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

（
以
下
、
N
F
D
）の
協
力
は
洋
蘭
博
に
無

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。N
F
D
沖
縄
県

支
部
長
で
あ
る
仲
田
る
み
子
さ
ん
に
、
華

や
か
な
舞
台
の
裏
側
に
つ
い
て
お
聞
き

し
た
。

Vol.25

沖縄国際洋蘭博覧会2019「コサージ教室」のようす

か
よ
う
ふ
く
こ

13 12



正殿の東側に広がる御内原エリア等

「沖縄美ら島財団理事長賞」

上江洲 安龍
作品名　黒漆花紋螺鈿八角東道盆「陽」

「沖縄県立博物館・美術館長賞」

平野 恵子
作品名　話のつづき

「北中城村文化協会賞」

川田 勇介
作品名　ヒージャーの夢

推薦作品 福田 周平
作品名

「change / immutable laws-endogenous / 
exogenous influence 001-」

「change / immutable laws-
endogenous / exogenous influence 002-」

「北中城村長賞」

論文名　貝摺奉行所製中央卓の様式的研究

伊禮 拓郎

Vol.51

Vol.54

Vol.52Vol.53

こ
の
た
び
、沖
縄
美
ら
島
財
団
は
本
部
機
能
の
強
化
と

琉
球
文
化
財
関
連
の
調
査
研
究
の
さ
ら
な
る
推
進
を
目

的
に
、沖
縄
県
那
覇
市
首
里
桃
原
町
の
松
山
御
殿
跡
地
に

那
覇
事
務
所
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

2
階
部
分
は
会
議
室
等
を
設
置
し
、
本
部
機
能
の
強
化

と
し
て
、
指
定
管
理
施
設
の
事
業
推
進
や
支
援
、
国
や
地
方

自
治
体
、
観
光
関
連
業
界
と
の
情
報
交
換
・
連
携
強
化
、
那

覇
市
内
に
あ
る
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
う
み
ち
ゅ
ら
ら
」等
直
営
店
舗
の
営
業
部
門
強
化
な
ど
、
様
々
な
事
業
展
開
を
図
っ
て

い
く
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

1
階
部
分
は
、
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
琉
球
文
化
財
研
究
室
が
調
査
研
究
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。さ
ら
に
、
当
財
団
が
所
蔵
す
る
書
物
を
管
理
す
る
書
庫
と
そ
れ
を
閲
覧
で
き
る

閲
覧
室
を
設
け
、歴
史
研
究
家
や
地
域
の
方
々
に
も
開
放
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
、那
覇
事
務
所
を
拠
点
と
し
て
、さ
ら
な
る
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

美ら島財団インフォメーション

那覇事務所　外観

沖縄美ら島財団 那覇事務所 「芙蓉館」
〒903-0822　沖縄県那覇市首里桃原町1-13
TEL.098-943-3820 FAX.098-943-3821

沖
縄
美
ら
島
財
団
那
覇
事
務
所「
芙
蓉
館
」開
設
し
ま
し
た

『
キ
ュ
ン
と
す
る
果
実
を
、優
し
さ
で
包
み
ま
し
た
。』

2
0
1
9
年
2
月
1
日
、沖
縄
美
ら
島
財
団
は
地
域
貢
献
と
産
業
振
興
を
目
的
に
、本
部
町
、も
と

ぶ
産
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
生
産
・
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、農
業
生
産
法
人
も
と
ぶ
ウ
ェ

ル
ネ
ス
フ
ー
ズ
株
式
会
社
、株
式
会
社
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

沖
縄
と
と
も
に
、
も
と
ぶ
産
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
だ
け
を

使
っ
た
、キ
ュ
ン
と
す
る
酸
味
と
、バ
タ
ー
の
豊
潤
な
風

味
を
感
じ
ら
れ
る
新
商
品
「
お
き
な
わ
シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」を
発
売
し
ま
し
た
。

2
月
12
日
に
は
、
本
部
町
庁
舎
に
て
共
同
記
者
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

実
際
に
商
品
を
購
入
頂
い
た
お
客
さ
ま
か
ら
は

「
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
酸
味
が
沖
縄
ら
し
い
」等
、
ご
好

評
頂
い
て
い
ま
す
。

新
し
い
沖
縄
の
味
を
、ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

「
お
き
な
わ
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
フィ
ナ
ン
シ
ェ
」新
発
売

も
と
ぶ
産
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
活
用
！

新発売「おきなわシークヮーサーフィナンシェ」は、甘さ控えめで、シークヮーサーの
果皮のビターな味わいも楽しめます。ぜひお試しください！ （K.S）編集後記

ま
つ
や
ま
う
ど
ぅ
ん

ふ

　
　よ  

う

と
う
ば
る

沖
縄
美
ら
島
財
団
は
、次
世
代
の
沖
縄
を
担
う
若
者
の
文
化
・
芸
術
活
動
を
奨
励

し
、将
来
、沖
縄
を
背
景
に
広
く
世
界
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、沖

縄
県
立
芸
術
大
学
美
術
工
芸
学
部
・
大
学
院
造
形
芸
術
研
究
科
卒
業
・
修
了
作
品
展

に
お
い
て
、「
沖
縄
美
ら
島
財
団
理
事
長
賞
」の
授
与
を
、

2
0
1
6
年
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
2
月
13
日
〜
2
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た

第
30
回
作
品
展
で
は
、漆
芸
分
野
4
年
の
上
江
洲
安
龍

さ
ん
の
作
品『
黒
漆
花
紋
螺
鈿
八
角
東
道
盆「
陽
」』が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

琉
球
漆
器
独
特
の
形
態
で
蓋
の
あ
る
足
付
の
料
理
容

器「
東
道
盆
」を
作
者
な
り
の
デ
ザ
イ
ン
で
表
現
し
た
作

品
で
す
。

ま
た「
北
中
城
村
長
賞
」「
北
中
城
村
文
化
協
会
賞
」

「
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
館
長
賞
」が
そ
れ
ぞ
れ
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
作
品
お
よ
び
推
薦
作
品
を
、「
南
ぬ
風
」
　51
春

号
〜

　54
冬
号
の
表
紙
に
て
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

学
生
生
活
の
集
大
成
と
し
て
制
作
さ
れ
た
才
能
あ
ふ

れ
る
作
品
の
数
々
に
、ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

「
沖
縄
美
ら
島
財
団
理
事
長
賞
」を
授
与

沖
縄
県
立
芸
術
大
学 

美
術
工
芸
学
部
・
大
学
院
造
形
芸
術
研
究
科

第
30
回
卒
業
・
修
了
作
品
展
に
て

首
里
城
公
園
は
1
9
9
2
年（
平
成
4
年
）

に
復
元
公
開
さ
れ
た
正
殿
を
始
め
、順
次
公

開
エ
リ
ア
を
広
げ
て
き
ま
し
た
が
、2
0
1
9

年
2
月
1
日
に
新
た
な
公
開
エ
リ
ア
と
し
て
、

正
殿
の
東
側
に
位
置
す
る
御
内
原
エ
リ
ア
等

を
開
園
し
ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
、首
里

城
公
園
内
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

し
た
。

1
月
28
日
〜
31
日
ま
で
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン

と
し
て
御
内
原
エ
リ
ア
を
無
料
開
放
し
、2

月
1
日
に
は
開
園
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

F
M
沖
縄「
ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
in
首
里

城
」の
公
開
生
放
送
、伝
統
芸
能
特
別
公
演
や

歴
史
衣
装
着
付
体
験
な
ど
を
実
施
し
、多
く

の
お
客
さ
ま
か
ら
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、2
月
1
日
か
ら
沖
縄
県
民
の
利
用

促
進
を
図
る
た
め
、県
民
限
定
で
70
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
入
場
料
が
無
料
に
な
る
割
引

（
試
行
）を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。さ
ら
に
事

前
に
入
場
券
が
購
入
で
き
る
園
外
販
売
券
を

導
入
い
た
し
ま
し
た
。

新
し
い
エ
リ
ア
が
開
園
し
、さ
ら
に
見
ど

こ
ろ
が
増
え
た
首
里
城
公
園
。歴
史
の
風
を

感
じ
る
首
里
城
公
園
へ
、皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

首
里
城「
奥
」の
世
界

御
内
原
エ
リ
ア
等
が
つ
い
に
開
園

2
0
1
8
年
12
月
、内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
に
よ
る
公
告「
H
30
―
34
国
営
沖
縄
記
念
公
園
運
営
維

持
管
理
業
務
」に
関
し
て
落
札
決
定
の
発
表
が
あ
り
、引
き
続
き
国
営
沖
縄
記
念
公
園
海
洋
博
覧
会
地

区
、首
里
城
地
区
の
管
理
運
営
を
受
託
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、国
営
沖
縄
記
念
公
園
海
洋
博
覧
会
地
区
の
水
族
館
及
び
海
獣
施
設
等
、な
ら
び
に
首
里
城
地
区
の

首
里
城
正
殿
等
に
つ
い
て
、沖
縄
県
が
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
よ
り
管
理
許
可
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、

2
0
1
8
年
12
月
に
指
定
管
理
者
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、沖
縄
県
募
集
の
県
営
首
里
城
公
園
の
指
定
管
理
者
募
集
に
つ
い
て
も
2
0
1
8
年
12
月
に
引
き

続
き
指
定
管
理
者
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
県
の
観
光
中
核
施
設
と
し
て
、よ
り
一
層
沖
縄
県
民
を
は
じ
め
、多
く
の
ご
来
園
・
ご
来
場
の
皆
さ

ま
に
ご
満
足
頂
け
る
よ
う
、こ
れ
ま
で
の
管
理
運
営
経
験
を
活
か
し
、各
種
研
究
成
果
の
活
用
等
を
行
い

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
、職
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2
0
1
9
年
2
月
か
ら
引
き
続
き
管
理
運
営
決
定

国
営
沖
縄
記
念
公
園
お
よ
び
公
園
内
施
設
、県
営
首
里
城
公
園

vol.

vol.

商品名／おきなわシークヮーサーフィナンシェ
価　格／5個入り 800円（消費税込）
 10個入り 1,350円（消費税込）

商品仕様

販
売
店
舗

海洋博公園内
● 沖縄美ら海水族館ショップ「ブルーマンタ」
● 総合案内所ハイサイプラザ内ショップ「やんばるの杜」
● オキちゃんショップ

● 国際通り店
● 那覇空港店

● アグリショップ「しまちゅらら」

沖縄美ら海水族館アンテナショップ「うみちゅらら」

もとぶかりゆし市場（予定）

なごアグリパーク内

お
う
ち
ば
ら

（左より）農業生産法人もとぶウェルネスフーズ株式会
社　長濱功取締役工場長、もとぶ産シークヮーサー生
産・消費拡大推進協議会　伊野波盛二会長、株式会
社エーデルワイス沖縄　山本憲司代表取締役社長、
本部町　平良武康町長、沖縄美ら島財団　花城良廣
理事長　後藤和夫常務理事

あ
ん
り
ゅ
う

く
ろ
う
る
し
か
も
ん
ら
で
ん
は
っ
か
く
と
ぅ
ん
だ
ー
ぶ
ん  

よ
う

70歳以上
の方

沖縄県民割引

入場無料！（試行）

※
入
場
の
際
は
、券
売
所
に
て
現
住
所
と
生
年
月
日
が
確

認
で
き
る
公
的
証
明
書
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

首里城正殿など有料区域の
入場料が無料に!
この機会にぜひ首里城公園へ！

沖縄美ら海水族館特製オリジナルパッケージ

※「北中城村長賞」が論文作品のため、推薦作品をvol.54 の表紙でご紹介します。
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美らなる島の輝きを御万人へ
うまんちゅちゅ

お
も
ろ
さ
う
し
の

植
物

其
の
十
六

琉
球
王
国
第
4
代
尚
清
王
代
に
首
里
王
府
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
歌
謡
集

「
お
も
ろ
さ
う
し
」に
登
場
す
る
植
物
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
。

※ 

海
洋
博
公
園
内
お
も
ろ
植
物
園
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

（
前
略
）

わ
が
村
の
習
わ
し
で
あ
る

わ
が
辺
戸
の
習
わ
し
で
あ
る

粟
神
酒
を
作
っ
て

黍
神
酒
を
作
っ
て

（
神
に
さ
さ
げ
、お
祝
い
を
し
よ
う
）

 

（
前
略
）

又 

我
が
浦
の
習
い

 

我
が
国
の
習
い

又 

あ
わ
神
酒

　作
て

 

黍
神
酒

　作
て

﹇ 

第
一
七
巻
一
一
九
三 

﹈

わ 

う
ら 

な
ら

わ 

く
に 

な
ら

・ 

・ 

み 

き 

つ
く

き
み 

み 

き 

つ
く

お
も
ろ
名 

あ
わ

和      

名 

ア
ワ

科      

名 

イ
ネ
科

方 

言 

名 

ア
ワ

あ
わ
あ
わ

※ 出典：「おもろさうしの植物」　発行:（財）海洋博覧会記念公園管理財団（現・（一財）沖縄美ら島財団）

（
ア
ワ
）

ア
ワ
は
主
に
畑
地
で
栽
培
さ
れ
る
一
年
生

草
本
で
、
根
元
か
ら
1
〜
1.5
メ
ー
ト
ル
程
の

茎
が
直
立
す
る
。
乾
燥
に
強
い
た
め
土
地
を

選
ば
す
、
寒
冷
地
か
ら
温
暖
地
ま
で
広
範
囲

に
栽
培
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
栽
培
期
間
は

百
日
前
後
と
短
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
貴
重
な

食
料
源
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
発
祥
地

は
イ
ン
ド
北
西
部
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
付
近
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
日
本
へ
は
朝
鮮
を
経
て

伝
来
し
た
記
録
が
あ
る
。

沖
縄
で
は
15
世
紀
後
半
の『
李
朝
実
録
』に

ア
ワ
栽
培
の
記
録
が
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
か
ら

沖
縄
全
域
で
は
す
で
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
明
治
35
年
頃
に
は
栽
培
面
積
は

マ
メ
や
ム
ギ
類
よ
り
も
多
く
、
サ
ツ
マ
イ
モ

に
次
ぐ
作
物
で
あ
っ
た
。

一口メモ

﹇ 

解 

説 

﹈

企画・編集・発行

沖縄美ら島財団

沖縄美ら海水族館 沖縄県立
名護青少年の家

美ら島
自然学校

なご
アグリパーク

沖縄美ら島財団
総合研究センター

沖縄県立博物館・
美術館（おきみゅー）

海洋博公園 首里城公園

当財団では、これまでに蓄積してきたノウハウを活かし、普及啓発、環境保全、地域貢献等の活動に取り組んでいます。

わ
が
村
の
習
わ
し
で
あ
る
。わ
が
辺
戸
の

習
わ
し
で
あ
る
。粟
神
酒
を
作
っ
て
、黍
神
酒

を
作
っ
て
、神
に
さ
さ
げ
、お
祝
い
を
し
よ
う
。

「
あ
わ
」は
、植
物
名
。粟
。実
は
小
粒
で
黄
色
。

「
き
み
は
」は
、
植
物
名
。黍
。共
通
語
で
は

「
き
び
」と
い
う
。き
び
だ
ん
ご
な
ど
。

沖
縄
本
島
の
北
端
に
あ
る
旧
辺
戸
村
の
海

岸
で
は
海
苔
（
海
藻
）
が
よ
く
と
れ
る
。海
苔

が
と
れ
る
季
節
に
な
っ
た
の
で
、粟
神
酒
、黍

神
酒
を
作
っ
て
、神
に
さ
さ
げ
、お
祝
い
を
し

よ
う
と
謡
っ
た
オ
モ
ロ
。
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